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Over recent years, use of self-medication by patients to help prevent and treat their own medical conditions has
become increasingly widespread. However, despite provision of warnings and the taking of precautions, health hazards
due to medication have occurred and continue to occur. In order to ward off such incidents, it is necessary for both chil-
dren and adults to be educated about appropriate drug use. And, it is desirable that pharmacy students participate in this
medicinal education as a means of a‹rming what they have learned and improving their communication skills at an early
stage in their professional development. In 2008, we held medicinal education classes for pupils and parents at three
elementary schools in Aichi Prefecture with the aim of promoting appropriate drug use. Each class comprised of two
parts: an introductory lecture in quiz form, lasting about 30 minutes, and a 30-minute participatory group experiment.
Subsequently, the activities carried out in both parts were evaluated across 6 items and 3 items respectively, and scored
from Satisˆed to Unsatisˆed (4-step scale) by the pupils and their parents. We also conducted a questionnaire survey on
this activity to the pharmacy students. We achieved successful results, gaining high Satisˆed levels (better than 90％) in
all items. This activity beneˆted both the children and the pharmacy students. It not only provided education for the
general public regarding the appropriate drug use, but is also helping to foster the development in Japan of well-trained
future pharmacists.
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緒 言

現在，セルフメディケーションの普及に伴って健

康増進や疾病の予防及び治療を目的として OTC 薬

を始め，健康食品やサプリメントへの関心が高まっ

ており，特に高齢者ではくすりとともに健康食品の

服用率が上昇している．1)その一方で万全の注意を

払っていても，医療用医薬品とそれらの相互作

用16)や市販薬の不適切な使用による有害事象の発

現7,8)など，くすりによる健康被害は後を絶たな

い．文部科学省は平成 20 年 3 月 28 日に新しい学習

指導要領を公示した．新しい中学校学習要領の第 7

節保健・体育の目標において，「個人生活における

健康・安全に関する理解を通して，生涯を通じて自

らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力

を育てる」ことが掲げられている．また，「健康の

保持増進や疾病の予防に保健・医療機関を有効に利

用すること，医薬品は正しく使用すること」も盛り

込まれており，早期からくすりの適正使用を促すこ

とが重要視され始めている．くすりによる健康被害

を未然に防ぐためにも，子供から高齢者まで，医薬

品と安全にうまく付き合うための教育・指導（くす

り教育）を行い，医薬品の適正使用に関する知識を

普及させる必要がある．
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Table 1. Contents of Introductory Lecture

1 病気かなと思うのはどんなときだろう

2 人の体は病気になったら自分じゃ治せないかな

3 くすりはなんのためにあるの

4 くすりは思いついたとき飲めばよい

5 くすりは一回くらい飲みわすれてもだいじょうぶ

6 くすりは言われた量の 2 倍飲んだり，飲む回数を 2 倍

にすると 2 倍早く治る

7 こどもとおとなでくすりの量はちがうと思う

8 くすりは病気が治るのを助けるだけで，体に悪いこと

はしない

9 くすりを飲んで副作用が出たらどうしたらいい

10 くすりはいつ飲むのを止めればいいのかな
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（NPO J-DO）は，国民がくすりを安全に安心して

使うために薬剤師や国民に対する教育講演を実施し

ている．また，小学生を対象として，くすりを安心

して服用するためのくすり教育を行っている．本く

すり教育の特徴は，愛知県下の薬系大学の学生が主

体となってイラストを用いた Q & A のクイズ形式

の講義を行い，導入講義後には全児童参加型のくす

り実験授業を導入していることである．薬学生が早

期からくすり教育に主体的に係わることは，リー

ダーシップの涵養，これまでに習得した知識の整

理・確認，更なる知識の拡充及びコミュニケーショ

ン技能の向上につながるものと思われる．したがっ

て，薬学生が将来薬剤師としての技能や態度を学ぶ

ことも本活動の目的の一つとしている．このよう

に，薬学生が主体となり，しかも，くすりの実験を

取り入れて実践した報告はほんどなく，児童及び薬

学生の効果を解析した報告はない．

われわれは児童期における医学・薬学教育を推進

し，医薬品の適正使用に関する基礎知識を提供する

ため，愛知県内の小学校にて「くすりの正しい飲み

方：くすりと安全に安心して付き合う」と題したく

すり教室を開催し，児童とその保護者及び薬学生に

アンケート調査を実施したので報告する．

対象及び方法

1. 実施日及び調査対象 平成 20 年 6 月 14 日

（土）に愛知県春日井市立丸田小学校，9 月 8 日

（月）に愛知県名古屋市立滝川小学校及び 11 月 1 日

（土）に愛知県春日井市立出川小学校にて，くすり

教室を実施した．対象者はそれぞれ，児童 33 名

（未就学児 2 名，小学 1 年生 3 名，小学 2 年生 10

名，小学 3 年生 8 名，小学 4 年生 4 名，小学 5 年生

5 名及び小学 6 年生 1 名）とその保護者 15 名，児

童 131 名（小学 5 年生）及び児童 16 名（小学 1 年

生 1 名，小学 2 年生 3 名，小学 3 年生 5 名，小学 4

年生 5 名，小学 5 年生 1 名及び小学 6 年生 1 名）と

その保護者 9 名であった．また NPO 会員（名城大

学薬学部の教員 2 名）とともに参加した学生は，25

名（名城大学薬学部 2 年生 1 名，学部 3 年生 7 名，

学部 4 年生 10 名，大学院修士課程 2 年生 1 名，研

究員 2 名，愛知学院大学薬学部 2 年生 1 名，3 年生

2 名及び金城学院大学薬学部 4 年生 1 名），32 名

（名城大学薬学部 2 年生 6 名，学部 3 年生 6 名，学

部 4 年生 16 名，大学院修士課程 2 年生 1 名及び愛

知学院大学薬学部 2 年生 2 名，学部 3 年生 1 名）及

び 24 名（名城大学薬学部 2 年生 4 名，学部 3 年生

4 名，学部 4 年生 8 名及び愛知学院大学薬学部 3 年

生 5 名，学部 2 年生 3 名）であった．

薬学生に対するアンケート調査は，平成 21 年 9

月 19 日（土）名城大学 Day（名城大学における地

域貢献活動）の一環として実施したくすり教室に参

加した学生 37 名（名城大学薬学部 1 年生 12 名，学

部 2 年生 2 名，学部 3 年生 6 名，学部 4 年生 11 名

及び大学院修士課程 1 年生 6 名）を対象に行った．

2. くすり教室の指導内容 くすり教室は，ク

イズ形式の導入講義（30 分）及び小グループ形式

の体験実験（30 分）の 2 部構成で実施した．

2-1. 実験を始める前のお話し（導入講義 )

　 NPO 会員及び学部 4 年生が，「実験を始める前

のお話し」と題した導入講義として，くすりの正し

い使用方法や副作用の対処法など Table 1 に示した

全 10 項目に加え，「くすりの実験」を行う意義とそ

の方法について説明した（Fig. 1）．講義は Q & A

のクイズ形式で行い，くすりの適正使用協議会の

ホームページ9)に掲載されているイラストを用いた

スライドによって視覚的に理解の補助を図った．

2-2. くすりの実験 導入講義後，低学年から

順に数名ずつの児童のグループ及び保護者 410 名

ずつのグループに分けた．くすりに種々の剤形が存

在する意義や適量の水でくすりを内服する必要性な

どについて，Table 2 に示した全 5 項目の実験を行

った．薬学生 23 名をグループ毎に配置し，児童が

より分かり易く，興味を持って導入講義の理解を深
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Fig. 1. Photos of Introductory Lecture

Fig. 2. Photos of Group Experiments

Table 2. Contents of Group Experiments

1 どうして「カプセル」になっているのだろう

ビタミン C の粉末を味見してから空カプセルに充填す

ることにより，カプセルの役割について学ぶ．

2 ｢ざやく」ってなんだろう

体温と同じ温度のお湯の中で坐薬を溶かし，体温で溶

けることを学び，その効果は早く現れることを理解す

る．

3 コップ 1 ぱいの水かぬるま湯でくすりを飲むのはな

ぜ

濡れた指でカプセルを触ることにより，カプセルや錠

剤が食道に張り付いたりしないようにコップ一杯の水

やぬるま湯で服用することの必要性について学ぶ．

4 コップ 1 ぱいの水かぬるま湯にも例外があるのを知っ

ている

一般的な錠剤と口腔内崩壊錠の溶解時間を測定するこ

とにより，唾液程度の水分によってすぐに溶け出す崩

壊錠があることを学び，その有用性について理解する．

5 くすりをお茶で飲むとどうなってしまうの

お茶に鉄剤を加えて黒変することを観察し，薬を水以

外のもので飲むと薬の性質が変化する場合があること

を学ぶ．また，こうした変化により薬の効果が強くな

ったり弱くなったりする可能性があることを学ぶ．
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めることができるように実験を行ってもらった．薬

学生は実験が円滑に進むように補助するとともに，

実験の意義について再度説明を行った（Fig. 2）．

3. アンケート調査 実験終了後，導入講義内

容及びくすりの実験についてのアンケート調査を行

った．アンケートは，「実験を始める前のお話し」

に関する 6 項目及び「くすりの実験」に関する 3 項

目で構成した．Table 3 に示したように，項目毎に

4 段階で回答してもらい，それぞれ肯定的な回答か

ら順に，4, 3, 2 及び 1 点として点数化し，中央値

（1/43/4 値）を算出した．また，実施した 5 つの

実験について興味深かったものを 1 つ選択してもら

った．さらに，くすりについてもっと知りたいこ

と，実験において面白かった点及び児童には行って

みたい実験について，保護者には希望する講習会に

ついて，自由に記載してもらった．

薬学生に対するアンケート内容を Table 4 に示し

た．項目毎に 4 段階で回答してもらい，それぞれ肯

定的な回答から順に，4, 3, 2 及び 1 点として点数

化し，中央値（1/43/4 値）を算出した．本活動を

通して得られたこと，将来薬剤師として働く際に役

立つと感じた点及びその他の感想を自由に記載して

もらった．

結 果

アンケートには，児童 180 名（愛知県春日井市立

丸田小学校 33 名，愛知県名古屋市立滝川小学校
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Table 31. Contents of Pupils' Questionnaire Survey

実験を始める前のお話し

1 くすりについて飲むりょうを守らないといけないこ

とはわかりましたか

（回答：よくわかった・すこしわかった・あまりよく

わからなかった・わからなかった）

2 くすりについて使いかた（飲みかた）を守らないと

いけないことはわかりましたか

（回答：よくわかった・すこしわかった・あまりよく

わからなかった・わからなかった）

3 くすりについて飲むじかんを守らないといけないこ

とがわかりましたか

（回答：よくわかった・すこしわかった・あまりよく

わからなかった・わからなかった）

4 くすりについてわからないことがあったら，やくざ

いしさんに聞きたいですか

（回答：ききたい・すこしききたい・あまりききたく

ない・ききたくない）

5 もういちど，せんせいのおはなしを聞きたいです

か

（回答：ききたい・すこしききたい・あまりききたく

ない・ききたくない）

6 もし，びょうきになってくすりを飲むとき，きょう

のはなしはためになりましたか

（回答：ためになった・すこしためになった・あまり

ためにならない・ためにならない）

7 くすりについて，もっと知りたいことはあります

か

（回答：ある・ない；「ある」に◯をつけた人は，知

りたいことをかいてください．）

くすりの実験

1 くすりのじっけんはおもしろかったですか

（回答：おもしろかった・すこしおもしろかった・あ

まりおもしろくなかった・おもしろくなかった）

2 おもしろかった「くすりのじっけん」に一つだけ◯

をつけてください．

どうしてカプセルになっているのだろう

ざやくとはなんだろう

コップ 1 ぱいの水かぬるま湯で飲むのはなぜだろ

う

コップ 1 ぱいの水かぬるま湯にも例外があるのを

知っている

くすりをお茶で飲むとどうなってしまうの

どんなところが特におもしろかったですかあれ

ば，かいてください．

3 おにいさん，おねえさんはしんせつでしたか

（回答：すごくしんせつだった・しんせつだった・あ

まりしんせつじゃなかった・しんせつじゃなかった）

4 またくすりのじっけんをやりたいですか

（回答：すごくやりたい・やりたい・あまりやりたく

ない・もうやりたくない）

やってみたいじっけんがあればかいてください．

Table 32. Contents of Parents' Questionnaire Survey

実験を始める前のお話し

1 くすりについて飲む量を守らないといけないことは

わかりましたか

（回答：わかった・すこしわかった・あまりよくわか

らなかった・わからなかった）

2 くすりについて使い方（飲み方）を守らないといけ

ないことはわかりましたか

（回答：よくわかった・すこしわかった・あまりよく

わからなかった・わからなかった）

3 くすりについて飲む時間を守らないといけないこと

がわかりましたか

（回答：よくわかった・すこしわかった・あまりよく

わからなかった・わからなかった）

4 くすりについてわからないことがあったら，薬剤師

さんに聞きたいですか

（回答：聞きたい・すこし聞きたい・あまり聞きたく

ない・聞きたくない）

5 もう一度，話しを聞きたいですか

（回答：聞きたい・すこし聞きたい・あまり聞きたく

ない・聞きたくない）

6 もし，病気になってくすりを飲む（飲ませる）とき，

今日の話しはためになりましたか

（回答：ためになった・すこしためになった・あまり

ためにならない・ためにならない）

7 くすりについて，もっと知りたいことはあります

か

（回答：ある・ない；「ある」に◯をつけた方は，知

りたいことをお書きください．）

くすりの実験

1 くすりの実験はおもしろかったですか

（回答：おもしろかった・すこしおもしろかった・あ

まりおもしろくなかった・おもしろくなかった）

2 おもしろかった「くすりの実験」に一つだけ◯をつ

けてください．

どうしてカプセルになっているのだろう

ざやくとはなんだろう

コップ 1 ぱいの水かぬるま湯で飲むのはなぜだろ

う

コップ 1 ぱいの水かぬるま湯にも例外があるのを

知っている

くすりをお茶で飲むとどうなってしまうの

どんなところが特におもしろかったですかあれ

ば，お書きください．

3 薬学生は親切でしたか

（回答：すごく親切だった・親切だった・あまり親切

ではなかった・親切ではなかった）

4 またこうした講習会を希望しますか

（回答：すごく希望する・希望する・あまり希望しな

い・もう希望しない）

希望する講習会があればお書きください．

860 Vol. 130 (2010)
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Table 4. Contents of Pharmacy Students' Questionnaire
Survey

1 くすり教室の補助は楽しかったですか

（回答：非常に楽しかった・楽しかった・あまり楽しく

なかった・全く楽しくなかった）

2 くすり教室の補助をしてみて得られた事はありました

か

（回答：非常にあった・あった・あまりなかった・全く

なかった

；あると答えた方は，具体的にどのようなことかお書

きください．）

3 このような経験は，今後薬学を学ぶ上で，あるいは薬

剤師として働く際に役に立つと感じましたか

（回答：非常に感じた・感じた・あまり感じなかった・

全く感じなかった

；役立つと感じると答えた方は，どのような点でそう

感じられたのかお書きください．）

4 今後もこのような活動に参加したいと思いますか

（回答：ぜひ参加したい・参加したい・あまり参加した

くない・全く参加したくない）

5 その他，ご意見やご感想をお書きください．

Fig. 3-1. Results of Pupils' Questionnaire Survey about Introductory Lecture
Answers obtained from the questionnaire were scored in 4 scales. Each value shows the median (vertical line) and quartile (column). Numbers in parentheses

show the minimum (Min) and maximum (Max) values.
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131 名及び愛知県春日井市立出川小学校 16 名），保

護者 24 名（愛知県春日井市立丸田小学校 15 名及び

愛知県春日井市立出川小学校 9 名）及び薬学生 37

名が回答し，いずれも回収率は 100％であった．

1. ｢実験を始める前のお話し」について ｢実

験を始める前のお話し」に関するアンケート調査の

結果を Figs. 3-1, 2 に示した．全項目において，90

％以上の児童及び保護者が 4 若しくは 3 を回答し，

いずれの中央値も 4 であった．

自由記載の「くすりについてもっと知りたいこと」

において，「ある」と回答した児童は無回答者を除

く 179 名中 81 名（45.3％），保護者では 22 名中 10

名（45.5％）であった．記載の多かった意見を Ta-

ble 5-1 に示した．

2. ｢くすりの実験」について ｢くすりの実験」

に関するアンケート調査の結果を Figs. 3-3, 4 に示

した．全項目において，90％以上の児童及び保護者

が 4 若しくは 3 を回答し，それぞれの中央値は 4 及

び 3 であった．

「おもしろかったくすりの実験」の項目では，複

数回答者 36 名を除く児童 144 名の 76.4％が，複数

回答者 4 名を除く保護者 20 名の 90.0％が「くすり

をお茶で飲むとどうなってしまうの？」を選択し，

大多数を占めた．次に多かった回答は「どうしてカ

プセルになっているのだろう？」であり，複数回答

者 36 名を除く児童 144 名の 16.0％及び複数回答者

4 名を除く保護者 20 名の 5.0％が選択した．

自由記載の「どんなところが特におもしろかった

ですか？」の項目において，児童では，くすりの形

態や色の変化を目の当たりにしたこと，保護者でも

実際に実験を行うことができ，視覚的にくすりが変
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Fig. 3-2. Results of Parents' Questionnaire Survey about Introductory Lecture
Answers obtained from the questionnaire were scored in 4 scales. Each value shows the median (vertical line) and quartile (column). Numbers in parentheses

show the minimum (Min) and maximum (Max) values.

Fig. 3-3. Results of Pupils' Questionnaire Survey about Group Experiments
Answers obtained from the questionnaire (No. 1, 34) were scored in 4 scales. Each value shows the median (vertical line) and quartile (column). Numbers in

parentheses show the minimum (Min) and maximum (Max) values.
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化していく様子を確かめることができたことに関す

る意見があった．記載の多かった意見を Table 5-2

に示した．児童の「やってみたいじっけん」及び保

護者の「希望する講習会」の項目において，複数の

記載があった意見を Table 5-3 に示した．

3. 薬学生の参加について 薬学生に対するア

ンケート調査の結果を Fig. 4 に示した．全項目に

おいて，90％以上の学生が 4 若しくは 3 を回答し，

それぞれの中央値は 3 であった．

自由記載より，よかった点として「小学生やその

保護者に対して薬の説明をすることで，将来薬剤師

として実践する服薬説明などの態度・技能の習得に
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Fig. 3-4. Results of Parents' Questionnaire Survey about Group Experiments
Answers obtained from the questionnaire (No. 1, 34) were scored in 4 scales. Each value shows the median (vertical line) and quartile (column). Numbers in

parentheses show the minimum (Min) and maximum (Max) values.

Table 51. Things Pupils and Parents Want to Know

児童

1 ジュースとかで薬を飲むとどうなるのか（小学 3 年生）

2 どうやってくすりが作られるのか（小学 4 年生）

3 副作用の全くない薬はいくつあるのか（小学 5 年生）

4 薬の種類はどのくらいあるのか（小学 5 年生）

5 薬を保管する所は決まっているのか（小学 5 年生）

保護者

1 食間とはいつ飲めばよいですか

2 サプリと薬を飲みあわせても大丈夫か

3 ぬり薬の正しいぬり方

Abstracts of original sentences.

Table 52. Fascinating Points of Group Experiments

児童

1 お茶に薬を入れると黒くなったところ（小学 5 年生）

2 薬がどんどんとけていくところ（小学 5 年生）

3 カプセルにくすりをつめるところ（小学 5 年生）

保護者

1 実際に自分たちも実験ができたこと

2 お茶に鉄剤を入れると本来の作用を失ってしまうこ

とが目で見てわかったところ

Abstracts of original sentences.

Table 53. Experiments Pupils Want to Try and the Lectures
Parents Want to Attend

児童（行ってみたい実験）

1 いろいろな薬を混ぜたりしてみたい（小学 4 年生）

2 ジュースに薬を入れるとどうなるのか（小学 5 年生）

3 くすりはどうやって作るのか（小学 5 年生）

保護者（希望する講習会）

1 体のメカニズム等病気に関する事

2 生活上ためになる実験

Abstracts of original sentences.
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つながった」「簡単な言葉で説明することの難しさ

を実感した」などの感想があった．一方，「学年別

で実験できるといい」「小学生はもっと実験をやり

たいと言っていたので，もう少し実験の数を増やし

てみてもいいと思う」などの意見もあった．

考 察

平成 20 年 3 月 28 日に公示された新学習指導要領

における中学校学習要領に，医薬品を正しく使用す

ることが盛り込まれるなど，中学生におけるくすり

教育が検討されている．しかし，くすりは学校教育

を受ける前から日常生活の中で年齢に関係なく使用

されるため，くすり教育は早期から始め，年齢に応

じて体系的に行うことが望ましいと思われる．われ

われは児童期における医学・薬学教育を推進し，医

薬品の適正使用に関する基礎知識を提供するため，

小学生を対象としたくすり教室を実践している．本
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Fig. 4. Results of Pharmacy Students' Questionnaire Survey
Answers obtained from the questionnaire was scored in 4 scales. Each value shows the median (vertical line) and quartile (column). Numbers in parentheses

show the minimum (Min) and maximum (Max) values.
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活動は，中学校におけるくすり教育を受講する前の

導入的な役割を果たしており，非常に意義深いと考

えられる．現在，実施されているくすり教育の多く

は，薬剤師や教員による講義形式が主流であり，児

童の学習態度は受動的である．本活動のように薬学

生が主体となり，児童全員が参加できるくすりの実

験を導入することにより，児童及び薬学生が能動的

に学習でき，学習意欲を向上させることができる．

こうした活動の報告10)はほとんどなく，さらに，活

動に対する児童及び薬学生に対する効果を解析した

報告はない．以上のことから，本報告は今後の薬学

教育の更なる発展に寄与するものと示唆される．

「実験を始める前のお話し」及び「くすりの実験」

に関するアンケート調査では，対象児童及びその保

護者の両者から全項目において 90％以上の肯定的

な回答が得られた．これは，「実験を始める前のお

話し」において，1）講義を Q & A のクイズ形式に

することにより，児童が考えながら聴くことができ

るように考慮したこと，2）イラストを用いたスラ

イドによって視覚的に理解の補助を図ったこと，3）

専門用語の使用を可能な限り避け，平易な表現，必

要最小限の内容，読み仮名を記載するなどの工夫を

凝らしたことによるものと思われる．アンケートに

おける「くすりについてもっと知りたいこと」の項

目では多岐にわたる意見が得られ，くすりに対して

高い関心があるものと思われる．本活動の主目的

は，くすりには主作用のみではなく副作用もあり，

主作用を最大限に，副作用を最低限にするため，く

すりを適正に使用することが重要であることを広く

一般に知ってもらうことである．本活動の中で参加

者が持った疑問に対して積極的に回答したが，講義

や実験とは別にフィードバックを行う時間を設ける

必要があったかもしれない．今後，活動中に回答し

きれなかった質問や Table 5-1 に示したアンケート

に記載された疑問・質問に対する回答を，特定非営

利活動法人医薬品適正使用推進機構（NPO J-DO）

におけるホームページに掲載していく予定である．

「くすりの実験」については，導入講義において

実験前にその内容を学ぶことによって理解しながら

進められたことや児童自身が実際に手を動かして実

験を体験できたことなどが，評価の高いアンケート

結果につながったものと思われる．「おもしろかっ

たくすりの実験」についてのアンケートでは，児童

及びその保護者の両者とも，「くすりをお茶で飲む

とどうなってしまうの？」を回答した割合が圧倒的

に高かった．これは，児童及び保護者の自由記載

（Table 5-2；児童 1 及び保護者 2）から，一般的に

くすりは水で飲むことが推奨されている理由を視覚

的に理解できたことによるものと思われる．薬学生

からも「インパクトのある実験で小学生にも分かり

やすかったと思う」などの高い評価が得られた項目

である．保護者では「希望する講習会」の項目にお

いて，日常生活に活かすことのできる知識を深めた

いという内容の意見が多数得られたことから，お茶

という身近な題材に関心が集まった可能性も示唆さ

れた．お茶にはタンニンやカフェインなどの成分が
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含まれているため，特に鉄が吸収され難くなると考

えられていた．最近，鉄剤をお茶あるいは水で飲ん

でも効果は同じであることが報告されていることか

ら，11)鉄剤を始め薬をお茶で飲んではいけないと指

導しない場合もある．しかし，成分や薬効が十分に

把握できないサプリメントや健康食品などが汎用さ

れている現在では，水で内服することを習慣づける

ことは，不必要な相互作用を回避するためにも重要

であると思われる．次に回答の多かった「おもしろ

かったくすりの実験」は，「どうしてカプセルにな

っているのだろう？」であった．これは，児童の

「おもしろかったくすりの実験」おける自由記載に

もコメント（Table 5-2；児童 3）の多かった項目で

ある．その他の実験項目においては，ほぼ同等の回

答数であり，薬学生から「小学生はもっと実験をや

りたいと言っていた」などの声も聞かれ，観察のみ

ならず，児童自身が実際に手を動かして実験を体験

できた項目に回答が集中していた．また，実験を通

して児童が十分に学習内容を理解したかについて

は，詳細に解析できないため明確ではない．しか

し，いずれの実験項目においても児童からは，「楽

しく実験することができ，内容もよく分かった」と

いう意見が多数あった．平成 21 年度での活動で

は，児童の理解をさらに深めることができるよう

に，すべての項目において，児童一人ひとりが実験

できるように配慮し，1 項目毎にその目的を説明し

てから，全グループが同時に実験を行っている．実

験後には解説を加え，学習内容を理解できたか確認

している．現在，データは解析中ではあるが，児童

は実験内容の重要な点については十分理解できてい

たようである（データ示さず）．このように，児童

が高い関心を持って積極的に学習することは，くす

り教室の有用性を一層高めるものと思われる．

参加人数の少ない実施日では，グループ内に低学

年と高学年の児童が混在していたことに対して，薬

学生から「学年別で実験できるといい」という意見

も得られた．くすりの基礎知識における成長段階別

の指導の有用性は既に報告されており，12)そのよう

なグループにおける薬学生の人数を増やすなど，同

じグループ内でもさらに学年を考慮した補助を行う

必要性が示唆された．本活動では，「おもしろかっ

たくすりのじっけん」の項目において，低学年と高

学年で有意な差は認められなかったが，今後，成長

段階に応じた，指導内容及び指導方法を検討してい

きたい．

薬学生は，本活動の会場のセッティング，実験準

備，講義などを行うことでリーダーシップを発揮

し，ボランティア精神を学ぶ機会を得ることがで

き，薬学生に対するアンケート調査では，全項目に

おいて 90％以上の肯定的な回答が得られた．その

自由記載からも，薬学生の学年に関係なく，「簡単

な言葉で分かりやすく説明することの難しさを実感

した」「実際に薬剤師として服薬説明する際へのよ

い経験になった」などの感想が得られ，児童に教え

ることによって薬学生自らも学ぶ好機となったこと

が示唆された．特に学部 1, 2 年生からは「きちん

と説明できるようにもっと勉強しておく必要がある

と思った」などの感想があった．本活動に参加する

ことは，薬学的知識の少ない学部 1, 2 年生にとっ

て，今後の学習意欲の向上につながり，学部 3, 4

年生及び大学院生にとっては，これまでに習得した

知識・技能を整理・確認することができるなど，全

学年の薬学生にとって有効であると考えられる．さ

らに，児童及び保護者からの質問に対して回答でき

なかった内容を，NPO 会員が回答することによっ

て不足している知識を補うためにも有用であり，自

身の知識を拡充させることにもつながるものと思わ

れる．保護者のアンケート結果においても，「実際

に自分たちも実験ができたこと」「子供たちにも実

験をやらせてくれたところ」など，児童及び保護者

自らが実験を通してくすりについて学習できる機会

が得られたことに関心を示す意見が多く得られた．

くすりによる健康被害の一因として，くすりの正し

い使い方に関する知識を能動的に得る機会が乏しか

ったことが考えられる．したがって，本活動のよう

に体験を通して医薬品の適正な使用方法を学習する

ことは，将来的に服薬アドヒアランスの低下や誤っ

た使用による有効性の減少，副作用の発現，さらに

は本来の医療目的から逸脱した用法や用量で使用す

ることによる薬物乱用などの防止につながるものと

思われる．以上のように，児童がくすりとの付き合

い方を学ぶための機会を提供することは，医薬品の

一般消費者及び薬学生双方にとって有益であること

が示唆された．

医薬品が一般家庭に広く浸透し，その適正使用に

対する認識を深めることが重要課題となっている現
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在，児童期における医学・薬学教育を推進し，医薬

品の適正使用に関する基礎知識の定着を目指すわれ

われの活動は，生涯を通して患者個々が自身の健康

に責任を持つセルフメディケーションの確立に有用

であると思われる．さらに，薬学生が早期から積極

的にこのような啓発活動に関与することは，豊かな

人間性や高い倫理観，医療人としての教養を身につ

けた薬剤師の育成や地域に根ざした薬剤師の確立に

もつながり，児童及び薬学生双方に大きな効果がも

たらされることが期待される．
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